
令
和
二
年
度
予
算
及
び
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
お
け
る
国
公
立
大
学
法
人
関
係

予
算
の
拡
充
等
に
関
す
る
決
議
（
案
） 

我
が
国
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
を
む
か
え
、
労
働
生
産
人
口
の
減
少
、
地
方
の
過
疎
化
等

が
進
む
中
、
国
の
政
策
と
し
て
全
国
に
配
置
さ
れ
た
国
立
大
学
や
各
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す

る
公
立
大
学
は
、
多
く
の
国
民
の
公
共
財
と
し
て
そ
の
教
育
・
研
究
力
を
活
か
し
、
持
続
可
能

な
社
会
成
長
や
、
地
方
創
生
と
地
方
か
ら
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
役
割
を
担
う
こ
と

が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

国
公
立
大
学
に
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
と
第
四
次
産
業
革
命
の
実
現
に
向
け
知
識
集
約
型

社
会
が
生
み
出
す
新
た
な
成
長
モ
デ
ル
（
価
値
）
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
先
導
し
、
多
様

性
を
尊
重
し
な
が
ら
す
べ
て
の
人
々
が
活
躍
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
運
営
費
交
付
金
の
削
減
累
積
や
研
究
者
を
取
り

巻
く
様
々
な
制
度
改
正
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
十
分
な
教
育
研
究
基
盤
の
維
持
・
確
保
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。 

ま
た
、
今
年
の
台
風
15
号
、
19
号
は
国
内
に
甚
大
な
被
害
を
残
し
、
災
害
に
対
す
る
各
施

設
の
脆
弱
性
が
議
論
さ
れ
て
い
る
中
、
我
が
国
の
強
靭
化
対
策
の
た
め
、
国
公
立
大
学
は
各
地

域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
公
立
大
学
に
は
地
方
公
共

団
体
が
設
置
す
る
大
学
と
し
て
、
地
域
連
携
機
能
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
．
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
等
の
基
盤
的
経
費
の
拡
充

二
．
防
災
拠
点
と
も
な
る
国
立
大
学
法
人
等
の
施
設
整
備
費
補
助
金
等
の
拡
充

 
 

及
び
学
術
情
報
基
盤
（
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
な
ど
知
的
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
環
境
整
備
の

充
実
（
補
正
予
算
を
含
む
） 

三
．
国
公
立
大
学
附
属
病
院
に
必
要
な
財
政
的
支
援
の
確
保

四
．
高
等
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
国
立
大
学
に
お
い
て
は
、
既
存
の
授
業
料
免
除
制
度
と

合
わ
せ
総
計
的
な
規
模
の
維
持
・
拡
充
の
た
め
の
財
源
の
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、 

公
立
大
学
に
係
る
財
政
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
と
し
て
の
確
実
な
地
方
財
政
措
置 

五
．
地
域
連
携
機
能
強
化
の
た
め
の
公
立
大
学
へ
の
財
政
支
援
の
充
実 

六
．
多
様
な
財
源
の
確
保
と
柔
軟
な
資
産
運
用
を
促
進
す
る
規
制
緩
和
等
の
環
境
整
備

七
．
個
人
寄
附
に
係
る
税
額
控
除
の
対
象
の
教
育
研
究
活
動
支
援
全
般
へ
の
拡
充 

右
決
議
す
る
。

 

令
和
元
年
十
一
月

日

 
 
 
 
 
 
 
 

国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟

二
十
七




